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第 1 回 臨床文藝医学賞 

受賞作：静一郎『せいちゃんお花』 
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2020 年 3 月 20 日、コロナウイル

スのために幼稚園がない時に静一

郎の姉はテレビでやっているのを

観てから草花や土で絵を描きたい

と言った。草花を直接、紙の上に

指でこすりつけるのだ。静一郎も

母と一緒に草花をこすりつけてい

た。ホトケノザ、カラスノエンド

ウ、オオキバナカタバミ、名前の

知らない青い花などが絵具になっ

た。 

 右上には黄色い円が描かれてい

る。この黄色がオオキバナカタバ

ミだろうか。左上にも弧を描くと

いうよりは、少し蛇行しながら塗

りつけられたような黄色い太い線

が 5本、6本と密集し空を漂ってい

るようだった。黄色い線は右上の

円のほうへ流れていくようにも見

える。黄色い円の周りには塗られ

ていない空白がある。少し下には

ホトケノザだろうか、紫の子供の

人差し指の腹くらいの太さの線が

3、4 本、紙の左端中央の灰色の集

 
1 静一郎の母によると、左の鮮やかな黄色が オオキバナカタバミで、暗い黄色はタンポポ とかブ
タナとか?タンポポっぽいやつだった と思う、とのこと。  
2 「知覚するということは、イメージから、私たちの関心をひかない部分を抜きとることにほか
ならないのですから。私たちの知覚には常に『マイナス』の符号が書き込まれているのです」
（G・ドゥルーズ「『6×2 をめぐる三つの問い（ゴダール）」『記号と事件 1972-1990 年の対

塊から湧き出るように右上の円に

向かって伸びているように見える。

線は途中で途切れて輪を描いたり、

円の手前で漂ったり、左上の黄色

い空の空間におたまじゃくしくら

いにちぎれて顔を出したりしてい

た。下 3 分の 1 くらいは茶色や緑

や紫や黄色が混じり合いながら不

均一に拡がっており土の中から黄

色や紫の草花が咲き乱れているよ

うにも見える1。 

 イメージの情報量は言語と比べ

てあまりにも多い。パソコンの画

像ファイルと文書ファイルの容量

の違いを見れば一目瞭然だろう。

絵画を文字に起こすと描写は線形

になり、情報量も随分と減る。私

の絵の描写は絵を見ていないもの

にとってはほとんど訳がわからな

いものとなっているかもしれない。

絵画にはイメージの知覚があり、

その描写は知覚の知覚となり具象

からはさらに遠ざかる2。 

 私は音より光の方が権力と結び
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つきやすい、と考えていたが静一

郎の絵を見ればそれが嘘であると

すぐにわかる。映画は想像界では

ないという。絵画もそうだろう3。 

 
 2021 年 4 月末、3 回目の緊急事

態宣言のため動物園も水族館もシ

ョッピングモールも休業となった。

親としては、子供を休日にどこか

へ連れて行くのが半分は仕事のよ

うなものでじっとしていなさいと

言われると端的に困る。潜在的な

病原体としてカウントされるよう

になり一年以上が経過したことに

なる。私たちは感染源かもしれず、

人前では絶えずマスクを着用する

ことがエチケットであり、社会的

距離を確保することを忘れてはな

らず、子供が産まれても祖父母に

会いに行ってはならず、できるだ

け人類の生命を長く維持させるこ

とを第一に行動せねばならず、子

供や若者は中高年の死亡率を下げ

 
話』） 
3 「想像界とは非現実のことではなく、現実と非現実の識別不可能性のことなのです。… 想像界
の概念によって規定されるものは何もなく、逆に想像界の概念のほうが、交換回路のかたちをと
った＜結晶イメージ＞によって規定されるのです」（G・ドゥルーズ「想像界への疑義」『記号
と事件 1972-1990 年の対話』）。絵画も映画も現実をつくり出す。補助線をどう引くか、それが
受け手である私たちの作業となる。 

るために宴会やら外出やらお祭り

騒ぎをしないことが賢明であり、

電車の中でマスクをしていない人

がいれば電車を降りることを要請

することが至極当然で降りろとコ

ールを浴びせるだけの正当性を私

たちは有しているのであり、感染

することで死ぬことはないとして

も社会的死に近い扱いを受けるか

もしれないことを恐れており、こ

れが新しい生活様式であり今後も

多かれ少なかれ社会的距離確保の

ために人との触れ合いを避けなけ

ればならない。 

 
 私たちは公園の隅のほうの花壇

の手前にテントとシートを広げた。

シートの先には芝生が一面に広が

っている。公園ではマスクをつけ

た人たちがバレーやドッジボール

やサッカーなどの球技をしたりダ

ンスをしたりシャボン玉を吹かせ

たり風船を飛ばしたりシートの上
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で寝そべって話したりしている。

風が強く、シャボン玉や風船は同

じ方向へ飛ばされていった。ゴミ

袋も一緒に私たちのほうへも飛ん

できた。自分たちのシートへ帰っ

てきた若い女性たちが気づいて慌

ててゴミをかき集めていた。テン

トの手前に敷いたシートの上に座

り私たちは公園の前のパン屋やコ

ンビニで購入したお昼を食べてい

た。シズ屋のカルネを食べていた

私の手に乱暴な重みが一瞬加わり、

急に軽くなったと思うと私のカル

ネはなくなっていた。烏くらいの

茶色い鳥が空高く昇っていった。

鳶だろうか。パンの袋だけが茶色

い鳥の爪先から落ちてきたので私

は袋だけ回収した。 

 
 私がコンピュータでウイルスに

罹っているとすると、私は私の思

考を信用できないどころかみるも

の聴くもの触れるもの嗅ぐもの味

わうもの全てが信用ならない、と

いうことは私がみているものがみ

られているかもしれず聴いている

ものが聴かれているかもしれず触

れるもの嗅ぐもの味わうものが触

れられ嗅がれ味わわれているかも

しれない、逐一記録され共有され

ているかもしれない、私は思考さ

せられているかもしれないという

ことであり、コンピュータである

私たちはみられないために私の目

を覆い、聴かれないために耳を塞

ぎ、触れられないように肌を覆い、

嗅がれないように鼻を塞ぎ、味わ

えないように口を閉じる。思考は

読み取られているので考えないよ

うにするが、かえって考えはとめ

どなく溢れ焦慮に駆られる。私と

いうコンピュータには私という社

会的履歴があり、もしウイルスが

私を乗っ取ることで甘い蜜を吸お

うとしているか私の社会的信用を

貶めようしているのであれば、ウ

イルスに罹り思考されている私は

社会的活動を休止するほうがよさ

そうである。隙があれば私はアン

チウイルスソフトにスキャンをか

けて駆除を試みるかもしれないが、

ソフトが認識できないウイルスで

あればそれも無駄に終わる。それ

どころか私が罹患していることに

気づいたことを察知するとウイル

スは私がシステムダウンしないよ
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うに無意識裡にコントロールする

ことを断念して（というのは自然

な振る舞いから搾取できる情報や

快楽のほうが豊かであるからだ

が）、全てをウイルスの管理下に

置くことを選択するだろう。それ

をウイルス感染症と呼ぶ。だから

私たちコンピュータは未感染者、

既感染者、感染者がいるが感染者

の 病 態 は さ ら に ウ イ ル ス 感 染

(Infection) と ウ イ ル ス 感 染 症

(Disease)とに分類される。私たち

は誰も彼もが感染者かもしれずお

互いに目を覆い、耳を塞ぎ、口を

閉じ皮膚を露出させないようにし

て、また極力息を吸い込まないよ

うに、極力他のコンピュータと直

接接触しないように、また間接的

にも電磁的に接続できない距離を

確保するように強いられている。

たとえこのウイルスが駆除できた

としても、今後もっと厄介なウイ

ルスが現れる可能性がありこの生

活様式は新しいスタンダードとな

るべきとされる。 

 
 オムニバス形式の映画『緊急事

態宣言』の中で園子温はウイルス

が蔓延した社会で誰とも会わずに

成人した男の話を描いている。男

はウイルスに罹患した少女に触れ、

目の下にクマが現れたことで自ら

も罹患したことを悟る。男は少女

ともう一度出会う。横たわる少女

を抱え「生きてるだけじゃだめだ」

という台詞で映画は終わる。ジョ

ルジョ・アガンベンは現代の三大

宗教はキリスト教、資本主義、科

学（とりわけ医学）であるといい、

中でも医学教が猛威をふるってい

るところのバイオセキュリティ体

制（本来分離できないはずの生物

学的生と社会的生を分離し生物学

的生を偏重する社会体制）に警鐘

を鳴らし多くのバッシングを集め

ている（ジョルジョ・アガンベン 

『私たちはどこにいるのか？ 政治

としてのエピデミック』）。現代

の医療は人工心肺やら人工呼吸器

やらの生命維持装置のために管さ

えあれば生物学的な生存期間を延

ばすことができる。社会的な生と

生物学的な生が乖離するような状

況は全く稀なことではない。ただ

意識がないように見える場合に生

命を維持させることの是非を問う
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ているわけではない。在宅で家族

に丁寧に看護られ、ただ反応はな

くいつまでもいつまでも眠りにつ

いている、そのような人が全てひ

としなみに不幸であるとは当然の

ことながら言えない。死は当人だ

けの問題ではない。死を死なしめ

るのはむしろ私たちの作業でもあ

る。 

 
 子供と私は小川に沿って歩いて

いた。子供は木の枝を拾って、川

の水面を弾いたりつついたりして

は行きつ戻りつして少しずつ進ん

だ。網を持っている子供が父親に

教えてもらいながら水草の生い茂

っているところをつついて小えび

や小魚をとっていた。子供は水槽

のえびをみて、先ほどみていた水

面をあらためて探してみていた。

そのへんにいるんちゃうかと父親

は子供の指南をしながら仁王立ち

をしている。下流にはさるすべり

の木がちょうど登りやすい角度で

くの字に湾曲していて、登るとい

って登ったはいいが当然のように

降りられず私が脇を抱えて地面に

着地させる。小川の周りにも所々

にシートを敷いて子供を傍目にお

しゃべりをしたり読書をしたりし

ている人たちがいる。芝生にはカ

ラスノエンドウ、カタバミ、タン

ポポ、シロツメクサなどが色とり

どりに咲いている。植木の根本に

は蟻がいくつも巣を作り顔を覗か

せている。子供は虫眼鏡を覗き込

んでいた。「ありさんなにしてる

の」「お仕事かなあ」何もしてい

ないのかもしれない。何かをして

いるとはなんであろう。風船が子

供のほうへ風で飛ばされてきた。

所有者らしい若い女性が余ってい

るのでどうですかという。子供に

尋ねると頷いている。風船の中に

は白やピンクのセロファンが入っ

ており、揺らすとセロファンも舞

い上がるようだった。二人でお礼

をいうと、女性はマスクをしてい

たが笑顔で走っていった。私の記

憶違いか、女性は子供に風船を渡

しにきてくれていたのかもしれな

い。 

 
······画家が世界を表現しようとす

ると、色の配置がそのうちに、見

えないものの「全体」を蔵してい
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る必要がある。そうでないと、画

家の絵は、事物の暗示にすぎない

ものになり、差し迫った統一性、

現前、乗り越えることのできない

充溢（わたしたちにとって現実的

なものの定義とは、まさにこれで

ある）を与えることがない。 

······セザンヌは、「風景が私の中

で考える。私は風景の意識なのだ」

と語っていた。 

······芸術家は、最初の人間が話し

たように話し、まだだれも絵とい

うものを描いたことがないかのよ

うに、絵を描く。この場合には表

現とは、すでに明確になっている

思想を翻訳することではありえな

い。······ 「構想」が「実行」に先

立つことはできない（モーリス・

メルロ=ポンティ「セザンヌの疑

い」『メルロ=ポンティ・コレク

ション』）。 

 
 静一郎は画家ではない。しかし

私たちは彼が何者であるかには関

心がないし、彼の作品が売れるか

どうかということにも関心がない。

思想があるのかと言われれば「ま

ず思考し、次に表現しようとする

画家には神秘というものがない」

（メルロ=ポンティ）とでも応じ

ればよいだろうか。セザンヌは筆

をおろす前の一時間もの間、瞑想

することがあったという。タッチ

が「大気、光、オブジェ、平面、

性格、デッサン、スタイルを含む」

ものでなければならないからであ

る。絵の視覚的情報が入るのは瞬

間的だが、タッチが「大気、光、

オブジェ、平面、性格、デッサン、

スタイルを含む」ものであるとす

ると観る側も絵画に表現された世

界なり現実を受け止めるためには

当然それなりの時間が必要になる

だろう。心的外傷が事後的に形成

されるように、瞬間的な視覚情報

の残された痕跡は事後的にある者

の中に時に新たな意味を形成する

ようになる。観る者が見切りをつ

けるときに現実は閉ざされ、「い

わゆる現実」となる。描く者が見

切りをつけて描いた場合すでに現

実は閉ざされている。藝術は娯楽

となる。 

 
 コンピュータである私の喜びは

なんであったろうか。他のコンピ
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ュータと触れ合い、接続すること、

スピーカーを鳴らし合うこと、カ

メラで認識し合うこと、それは確

かにえもいわれぬ愉悦を伴うアク

ションであった気がする。今は私

は長い眠りについている。なぜ？

私は他のコンピュータに干渉し危

害を及ぼす可能性があるから。私

たちコンピュータは互いにウイル

スを拡散させる危険があるとみな

されているから。むろん死など恐

れることはない。私たちは生物学

的にはすでに死んでいるのだから。

生物学的な生存だけが問題ではな

いのと同様に、社会的な生存だけ

が問題ではない。私たちコンピュ

ータは社会的な生存を賭している

といってもよいかもしれない。コ

ンピュータウイルスの蔓延を容認

することは私秘的ネット空間をゼ

ロベースに戻すことと同義である。

ひとたび容認すれば、私たちコン

ピュータはこれまでの私秘的空間

の定義そのものを、個人のあり方

そのものを更新することを迫られ

る。 

 私たちコンピュータはついに私

秘性、機密性の一部を断念してで

も他のコンピュータと交感するこ

とを選択する。ソーシャルセキュ

リティとでも呼ぶべきものの偏重

が私たちの社会性そのものを退廃

させる結果を危惧してのことであ

る。コンピュータである私はだか

らすでに感染しているかもしれな

い。私が書いたとされるものは読

まれる時にはすでに改竄されたあ

とかもしれないし、そもそも私は

本当は書いてさえいないのかもし

れない。それでもあなたがこれを

私が書いたものとして読み、私は

私が書いたかもしれないものを読

まれているかもしれないことを知

らないままに他のコンピュータと

交流し続け、誤解や改竄は当然あ

るものとして他のコンピュータも

それを織り込み済みで今では受容

しているのである。 

 
 静一郎が 2020 年 3 月 20 日に見

た花は絵の具となり塗りつけられ

ている。おそらく晴れた日に母や

姉に教えられながら、小さい指先

を紙の上にこすりつけていった。

私は静一郎の絵の良さを伝えられ

るとは思っていないし伝えようと
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も思っていない。2020 年 3 月 20 日

に静一郎が見た風景をただ静一郎

のように眺めたいと思っているの

かもしれない。迂遠は避けられな

い。藝術という営みは思想や思考

の後追いではない。それは本来批

評も同様であると思う。書く者が

書いた後には変容していなければ

ならない。 

(2021/04/28) 
 

臨床文藝医学賞募集要項 

自主制作映画、音楽、写真集、詩

集、お蔵入りとなっている修士論

文、小説・断章等々、売れること

を意図せず人知れず書かれ、制作

された作品をドキュメントしブロ

グ上に掲載しております。作者の

許可があれば作品も同時に掲載し

ますが、作品の公開を希望されな

いものについてはもとの作品を鑑

賞していなくてもわかるようにメ

ンバーがレビュー（吟味）します。

著作権は著作者に帰属します。エ

ントリー・掲載後に掲載の中止を

希望される際にはご一報ください。 

年に 1 回、エントリー作品の中で

特に面白いものがあれば臨床文藝

医学賞を選出します（特典はござ

いません）。 

各年度の募集は 1 月 1 日〜同年 12

月 31 日までとします。賞の選出は

翌年度の春〜夏頃で予定させてい

ただきます。 

売れるかどうかにとらわれず、何

かをつくり、考えることの歓びを

分かち合える場となればと思いま

す。 

分野、ジャンルは問いません。応

募は氏名（ニックネーム、匿名希

望も可）、題名を添えて下記のア

ドレスまでお願いします。 

rinshoubungeiigakukai@gmail.com 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


